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事　業　計　画　書
１　事業スケジュール
	実施予定時期
	事業の内容

	
	



２　事業概要　
	








３　審査事項
(1) 公益性
　　・補助金の使途が明確かつ収支の積算基礎は適切である。
	



(２) 発展性
・他の住民（団体）や地域への波及効果が期待できる。
	




(３) 地域性
　　・地域ならではの創意工夫や、地域資源の活用がみられる。
	





(４) 必要性
・市民のニーズや社会情勢の変化に対応した事業になっている。
	


　
（５） 先導性
　　　・従前の取組に加え、新たな取組や工夫が見られ、先進的な発想や手法を活用している。
	[bookmark: _Hlk90380487]



【以下景観形成事業のみ】
(6) 良好な景観誘導
　　　・特定景観計画区域における景観形成の目標、方針に沿っており、景観形成基準の努力基準、推奨基準に
適合している。
	


・歩行者からの見え方に配慮し、周辺の街並みと調和のとれたデザインとしており、快適な歩行者空間を創出するための工夫が見られる。
	[bookmark: _Hlk90374052]



（７） 継続性
・事業の継続実施や、施設の維持管理について、持続可能なものとなっている。
	[bookmark: _Hlk90374088]【今年度の事業計画】

【次年度以降の事業計画】




　
【以下景観づくり活動支援事業のみ】
（８） 良好な景観づくり
[bookmark: _Hlk96954768]・福井市景観基本計画に沿った、地域の良好な景観形成に寄与すると認められる事業となっている。
	


・地域、関係機関等と連携を図り、地域の課題解決に繋げる事業としている。
	



（９） 継続性
　　　・自立的な事業運営を計画しており、継続的な事業の実施が期待できる。
	【今年度の事業計画】

【次年度以降の事業計画】





【以下まちなか魅力発信支援事業のみ】
（１０） まちなか魅力向上
・まちなかの賑わい創出や魅力向上に効果の高い事業である。
	


・地域、関係機関等と連携を図り、まちなかの課題解決に繋げる事業としている。
	



（１１） 継続性
　　　・自立的な事業運営を計画しており、継続的な事業の実施が期待できる。
	【今年度の事業計画】

【次年度以降の事業計画】




[bookmark: _GoBack]
